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① １．９ 外食や食品を購入する時に栄養成分表示を参考にする人の増加 

指標の目安 

〔参考にする人の割合〕 

 中間実績値 平成 22 年 

１．９a 男性 18.0％ 30％以上 

１．９b 女性 40.4％ 55％以上 

② １．12 ヘルシーメニュー提供の増加と利用の促進 

指標の目安 

〔提供数、利用する人の割合〕 

 中間実績値 平成 22 年 

１．12a 男性 － 50％以上 

１．12b 女性 － 50％以上 

 

③ １．13 学習の場の増加と参加の促進 

   指標の目安 

〔学習の場の数、学習に参加する人の割合〕 

 中間実績値 平成 22 年 

１．13a 男性 7.4％ 10％以上 

１．13b 女性 15.3％ 30％以上 

 

④ １．14 学習や活動の自主グループの増加 

指標の目安 

〔自主グループの数〕 

 中間実績値 平成 22 年 

１．14a 男性 3.5％ ５％以上 

１．14b 女性 7.4％ 15％以上 

 

（４） 評価 

① 「栄養状態、栄養素（食物）レベル」 

20 歳～60 歳代男性における肥満者の増加傾向については、現状での取組が十

分ではない可能性が高いが、今後は効果的な健診・保健指導の実施による成果が

期待される。 

主として分析がなされた栄養素や食品摂取量レベルの指標について、食塩摂取

量や脂肪エネルギー比率の若干の低下が見られていることは、健康日本２１開始

以前からの国及び地域における取組も含めた成果と考えられる。一方、野菜摂取

量については、増加は見られていない。 

② 「知識・態度・行動レベル」 

食生活に関する知識・態度・行動の指標については、ほぼ横ばいであり、今後

食育の推進などの施策による成果が期待される。 


